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市
役
所
で
9
月
22
日
、
下
水

道
の
普
及
に
貢
献
し
た
淡
路
広

域
管
工
事
業
協
同
組
合
南
あ
わ

じ
支
部
へ
、
守
本
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
生
活
環
境
の
向
上
と
水

環
境
の
保
全
の
目
的
を
理
解
い
た

だ
き
、
下
水
道
接
続
推
進
と
啓

蒙
、
ま
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
緊
急

対
応
や
下
水
道
接
続
相
談
会
な

ど
、
長
年
に
わ
た
る
功
績
と
尽

力
に
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

　

淡
路
島
く
に
う
み
協
会
と
あ

わ
じ
緑
花
協
会
で
は
、
人
と
自

然
の
豊
か
な
関
係
を
き
ず
く
「
公

園
島
淡
路
」
を
め
ざ
し
て
、
よ

り
多
く
の
人
に
花
・
緑
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
毎
年
「
あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

32
回
目
の
今
回
は
市
内
か
ら

４
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
市
内
受
賞
の
み
掲
載

優
秀
賞　

◆
淡
路
県
民
局
長
賞

　

木
下
　
道
子
さ
ん
（
福
良
）

◆
淡
路
教
育
事
務
所
長
賞

　

津
井
幼
稚
園 

奨
励
賞

◆
淡
路
島
く
に
う
み
協
会
賞

　

津
井 

花
ク
ラ
ブ

◆
あ
わ
じ
緑
花
協
会
賞　
　
　

 

　

ル
フ
ィ
ア
ー
ジ
ュ
（
八
木
）

淡
路
広
域
管
工
事
業
協
同
組
合

南
あ
わ
じ
支
部
へ
感
謝
状
を
贈
呈

を
支
援
す
る
ほ
か
、
販
売
を
通

じ
て
高
齢
者
と
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
見
守
り
活
動
を
行
い
ま

す
。
橋
本
琢た
く
ま万

代
表
取
締
役
社

長
は
、「
と
く
し
丸
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
週
２
回
は

販
売
員
と
高
齢
者
の
方
が
顔
を

合
わ
せ
会
話
が
で
き
、
体
調
の

変
化
な
ど
を
見
守
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
域
に
と
っ
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
高
齢
者
世
帯
の
見
守

り
活
動
に
地
域
の
民
間
事
業

者
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
８
月
24
日
、
株
式
会
社
マ

イ
・
マ
ー
ト
と
『
協
力
事
業
者

に
よ
る
高
齢
者
見
守
り
事
業
』

の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
10
月
19
日
か
ら
希

望
者
宅
ま
で
食
品
・
日
用
品
の

販
売
に
ま
わ
る
移
動
ス
ー
パ
ー

「
と
く
し
丸
」
の
営
業
を
開
始
。

交
通
手
段
の
な
い
買
い
物
弱
者

調
印
さ
れ
た
協
定
書
を
持
つ
守
本
市
長

（
左
）と
住
宅
金
融
支
援
機
構
近
畿
支

店
の
栁
瀬
守
支
店
長（
右
）

守
本
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
淡

路
広
域
管
工
事
業
協
同
組
合
の
藤
原
基
延

理
事
長（
右
）と
泉
達
也
副
理
事
長（
中
央
）

昨
年
の
総
合
防
災
訓
練
の
メ
イ
ン

会
場
と
な
っ
た
福
良
小
学
校
に
避

難
す
る
地
域
の
人
た
ち

守
本
市
長
と
協
定
締
結
を
交
わ
す

㈱
マ
イ
・
マ
ー
ト
の
橋
本
社
長（
右
）

　

市
外
か
ら
の
転
入
人
口
の
増

加
と
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
事
業
補
助
金
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
さ
ら
な
る
移
住
促
進

を
図
る
た
め
９
月
29
日
、
独
立

行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
と

「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
地
域
活
性
化

型
及
び
南
あ
わ
じ
市
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
事
業
補
助
金
に
係
る
相
互

協
定
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
締
結
に
よ
り
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
事
業
補
助
金
の
交
付
対
象

者
で
、【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
地
域
活

性
化
型
を
利
用
し
た
人
は
、
当

初
５
年
間
に
わ
た
り
借
入
金
利
が

０
・
２
５
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

高
齢
者
見
守
り
事
業

株
式
会
社
マ
イ
・
マ
ー
ト
と
協
定

ロ
ー
ン
借
入
金
利
優
遇

住
宅
金
融
支
援
機
構
と
協
定
締
結

※ステージプログラムなど詳しい情報は、
　フェイスブックをご覧ください

◆第２回くにうみ祭のご案内
　今年もキャンパス内を会場に、学園祭「第２回くに

うみ祭」を開催いたします。駐車場は多数ありますので、

車でご来場できます。ぜひお越しください。

日　時　11 月 11 日（土）午前 10 時～午後４時

内　容　●ステージ（体育館）＝三原志知和太鼓

クラブ志童、西淡中学校吹奏楽部、学内軽音部によ

る演奏ほか。●中庭＝唐揚げ、焼きそばほか学生模

擬店や一般からの出店、地域おこし協力隊によるふ

るまいなど。また、先着 300 人スタンプラリーで豪

華賞品抽選会やチャリティーバザー、写真コンテス

ト、淡路ブランド創作料理コンテストも同時開催。

問同大事務室☎ 42-4700

　11 月は防災訓練の季節です。私が経済産業省に勤
務していた際、東日本大震災後に、東電の福島原発事
故の避難者等の賠償問題を担当し、以後、津波被災地
域を含めた震災・津波復興全般に関わってきました。
　そこで痛感したのは、この表題の言葉「備えあれば憂
いなし」です。昔から津波被害が頻繁にあり、「つなみ
てんでんこ」（津波避難は何よりまず自らが避難する）の
言い伝えを誰もが知っているはずの三陸沿岸の人々でさ
え、防潮堤があるからと油断したり、間違った場所に避
難したり、自動車で避難しようとして渋滞にはまったりして
多数の方が津波の犠牲になりました。一方、日ごろから、

「自分で考え、自分で避難する」訓練を怠らなかった学
校では、中学校の生徒が小学生や幼稚園児を、通常の
避難所よりも高い場所に誘導して、多くの命を救った例
や、たまたま直前に避難訓練をしていた結果、人命被害
がほとんど出なかった地域もありました。
　明暗を分けたのは、その地域でどれだけ多くの人が災
害の時の行動を普段から考え、準備していたかだと感じ
ます。その準備は、地域によっても、災害の種類によって
も違います。東日本大震災では、地震は大きく長く揺れ
たため、家屋倒壊よりも圧倒的に津波の被害の方が大き
くなりました。阪神淡路大震災では、直下型のため、家

屋の倒壊や火事が人命を奪いました。また、最近では、
集中豪雨に伴う川の氾濫や土砂崩れが多くの被害をもた
らしています。
　行政としても、地域ごとの災害のリスクを想定しつつ、
防災施設の整備、連絡体制の強化に取り組むとともに、
企業と提携して、啓発に努めたり（注）、災害時の物資
の調達の確保に努めたりしています。しかし、地域によっ
て、最も危険な災害の種類も違えば、対策も違います。もっ
とも重要なことは、現にそこにいる住民が、そのリスクを
自ら想定し、対策を考え、備えておくことです。「自分の
身は自分で守る、地域の安全は地域で守る」が、防災
の基本です。
　11 月 5 日には、島内一斉の防災訓練が行われます

（24 頁に掲載）。南あわじ市は、例年、県下随一の参
加者数を誇ります。今年も、自治会ごとに工夫しながら
避難訓練等を実施していただきます。住民の皆様におか
れても、是非ご参加いただくようお願いしたいと思います。

（注）西日本電信電話株式会社と

の提携により、防災の知恵・避

難所地図等を記載した防災タウン

ページ（カレンダー型）を全戸に

配布。（２頁に掲載）

南あわじ市長 守本 憲弘

備えあれば憂いなし

移動スーパー「とくし丸」と
販売員の工藤浩敏さん（広田）

写真は、昨年開催された
第１回くにうみ祭。

公
園
島
淡
路
を
め
ざ
し

「
あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
」


